
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の
達成状況を評価する。 ＊上段は中
間報告、下段は最終報告

検証作業を準備していたが、学園
全体の中期目標・計画構想が浮
上してきたため、様子見の段階と
なっている。

△ △

学園全体の中期目標・計画構想
「就実ビジョン120」策定のため、学
部のミッションと具体的目標を要求
された。これに応えるため、「学部
改善KAIGI」のメンバーにより大学
の理念と学部の理念の適切性お
よび具体的応用との整合性の点
検をおこなった。

〇 〇

各学科若手3名と学部長、学科長
とで組織された「学部改善KAIGI」
を組織した。学部の重要事項の点
検、審議を行っている。

〇 〇

「就実ビジョン120」策定協力過程
で、学部・学科の理念・目的の整
合性をはじめ、公表情況を確認し
た。

〇 〇

教学執行部での協議事項、文科
省の私学改革計画に関する情報
等を、各学科会議、教授会等を通
して学部全体で共有し、必要な対
策を模索している。しかし、全体構
想と密接にリンクするために、準備
を維持している状態である。

〇 〇

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況中　期　計　画

理念・目的を適切に設定し、その適
切性について、定期的に検証する。

大学全体の教育の理念・目的に
基づいて策定した学部・学科の
理念・目的と現状とを対照さ
せ、検証し整合性を図る。

学科教員よりなる委員会（学部
改善委員会）を組織し、大学全
体の理念・目的と学部、学科の
理念・目的と現状とを対照させ
点検する。

学部改善委員会組織し、文科省
の私学対応状況を分析し、将来
に向けた人文科学部の発展を目
指した課題を整理する。

中　期　目　標

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　人文科学部

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を学則又はこれに準ずる規則等に
適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表する。

要覧、HP、入試要領、広報等で
学部・学科の理念・目的を公表
してきた。この状態を新めて検
証し遺漏ないように図る。

学部改善委員会を組織し、学
部、学科の理念・目的の公表状
況を確認し、公表責任の徹底を
図る。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を実現していくため、将来を見据
えた中・長期の計画その他の諸施策
を設定する。

IRの機能を援用し社会の変動を
捉え、変化に即応できる柔軟な
組織力により、人文科学の特質
を生かす施策を実施できるよう
努力する。

　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、人材
育成の目的、その他の教育研究上
の目的を適切に設定し公表すると
ともに、それを実現するために将
来を見据えた中・長期の計画その
他の諸施策を明確にする。



各学科の定年退職教員の補充に
際し、学科の将来的展開を検討
し、学科特性の充実をはかる人事
計画を実行した。2017年度の退職
者は表現文化学科3名、2018年度
には、実践英語学科1名の退職予
定者がいる。

◎ ◎

学部改善KAIGIを中心にし、内部
質的保証の具体化として、教員評
価制度の効果的運用について協
議し、研究費への反映による質的
保証の明視化を図り、学部全体で
共有した。

◎ ◎

学位授与方針の適切性の検証は
学科長を中心にした学科会議、教
育課程の編成・実施方針に関して
は、各教務委員を中心にしての学
科会議、学生の受け入れ方針に
関しては、学部長を中心にした学
部の入試委員会において、実施
し、各領域課題において、修正を
実施した。

◎ ◎

内部質的保証の領野に相当する、
現行の委員会においてそれぞれ
の業務内での充実した運営と、改
善の対応を実施している。全学的
な内部質保証システム確立後の
協力体制は整っている。

○ ○

各領域課題に対処している現行の
責任部所、学科会議、教務委員
会、入試委員会、学部長と学科長
との合議等の結果は、教授会にお
いて必要に応じて提示し、構成員
の意見を求める手続きの過程で、
適切かどうかの検証を受けてい
る。

◎ ◎

現在実施している諸活動状況公
表等による説明責任を再確認しつ
つ、現行の公表体制を維持した。

○ ○

大学全体のHP刷新作業に際し、
現行の学部、学科の諸活動の公
開状況を検討し、改善をはかっ
た。この学部、学科単位での検証
を検証する全体の機能の検討が
待たれる。

◎ ○

教育研究活動、自己点検・評価結
果、財務、その他の諸活動の状況等
を適切に公表し、社会に対する説明
責任を果たす。

現在実施している諸活動状況公
表等による説明責任を集約管理
する、内部質保証推進の組織の
明確化を目指す。

学部において、現在の公表状況
を検証しつつ、全学的に集約管
理する内部質保証推進委員会に
おいて再検証を実施する。

学部改善委員会組織し、文科省
の私学対応状況を分析し、将来
に向けた人文科学部の発展を目
指した課題を整理する。

内部質保証の推進に責任を負う全学
的な体制を整備し、内部質保証のた
めの全学的な方針及び手続を明示す
る。

学位授与方針、教育課程の編
成・実施方針及び学生の受け入
れ方針を円滑に運用し、かつ検
証、改善の機能を持つ内部質保
証推進組織の確立を目指し、課
題解決の努力をする。

内部質保証推進委員会の機能を
の理解をはかり、要求される活
動を始動する計画を案出する。

内部質保証の方針及び手続に基づ
き、自己点検・評価を改革・改善に
繋げる内部質保証システムが有効に
機能しているか検証する。

内部質保証推進組織の確立を目
指し、内部保証の検証と改善の
機能を果たす。

内部質保証推進委員会の方針及
び手続にもとずいて、保証シス
テムの機能の有効化を検証す
る。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を実現していくため、将来を見据
えた中・長期の計画その他の諸施策
を設定する。

IRの機能を援用し社会の変動を
捉え、変化に即応できる柔軟な
組織力により、人文科学の特質
を生かす施策を実施できるよう
努力する。



学部長、学科長、各種委員会を中
心に、学位授与方針、教育課程の
編成・実施方針及び学生の受け入
れ方針に基づく実施状況等を検証
し、点検・改善に関して準備してい
る。

○ ○

学部長、学科長、各種委員会を中
心に、学位授与方針、教育課程の
編成・実施方針及び学生の受け入
れ方針に基づく実施状況等を検証
している。次は学部、学科の検証
と改善・向上を検証し、保証する全
体的機関との連動が待たれる。

○ ○

［教育研究組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、適切な教育研究組織を整備す
る。

学科長、学部長、吉備地方文化研
究所長との連携により各学科、研
究所設置状況の妥当性と運営の
適切性を確認し、向上に向けた改
善をはかった。カリキュラムの見直
し、規程の改正を実施した。

○ ○

人文学の多方向への展開を課題
とし、地方における中心的機関と
なるべく吉備地方研究所の規程を
改正した。かつ、定年退職の教員
の補充の検討の際に、学科特性を
大学の理念と即応させ、かつ、現
代の課題に応えるために、向上を
目指した学科内容として考え、目
標を検討した。

◎ ◎

学科会議、学部教授会、学部教務
委員会において、学位授与方針の
公表・説明責任の実施状況の検
証を行い、点検・改善を図った。

○ ○

学科会議、学部教授会、学部教務
委員会において、学位授与方針の
公表・説明責任の実施状況の検
証を行い、点検・改善を図り、向上
を目指した。

○ ○

学科会議、学部教授会、学部教務
委員会において、学位授与方針と
それに対応した教育課程の編成・
実施に関する公表・説明責任の実
施状況の検証を行い、点検・改善
を図った。

○ ○

教育研究組織を適切に設定し、学術
の進展や社会の要請との適合性につ
いて、定期的に点検・評価を行い、
その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

大学の理念・方針の具体化であ
る学部、学科、諸センター等の
設置状況の妥当性と、運営の適
切性について検証し、向上に向
けた取り組みを該当部所を含め
て行う。

学科と諸センターを中心にし
て、設置状況の妥当性と運営の
適切さを検証し、向上に向けた
検討を実施する。

教育目標に基づく学位授与方針を設
定し、公的刊行物やホームページ等
によって、教職員及び学生に周知
し、社会に公表する。

策定した学位授与方針はすでに
要覧、入試要項及びHPなどで公
開し、説明責任をはたしてい
る。今後、検証を行い、改善を
図る。

学部教務委員会において、学位
授与方針の公表・説明責任の実
施状況の検証を行い、点検・改
善を図る。

内部質保証システムの適切性につい
て定期的に点検・評価を行い、その
結果をもとに改善・向上に向けた取
り組みを行う。

学位授与方針、教育課程の編
成・実施方針及び学生の受け入
れ方針を円滑に運用し、かつ、
自己点検・評価・改善委員会を
中心にして、検証、改善の機能
を持つ内部質保証推進組織を十
全に機能させる努力をする。

学部改善委員会を組織し、学位
授与方針、教育課程の編成・実
施方針及び学生の受け入れ方針
に基づく実施状況等を検証し、
点検・改善に関して全学的な内
部質保証推進組織との協働を図
る。

教育目標・学位授与方針に基づく教
育課程の編成・実施方針を設定し、
公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会
に公表する。

授与する学位ごとに教育課程の
編成・実施方針を定め、すでに
要覧、HPなどで公開し説明責任
をはたしている。今後検証を行
い、改善を図る。

学部教務委員会において、学位
授与方針に対応した教育課程の
編成・実施方針に関する公表説
明責任の実施状況の検証を行
い、点検・改善を図る。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。



教務委員会を中心にして、各学科
会議、学部教授会において、学位
授与方針とそれに対応した教育課
程の編成・実施に関する公表・説
明責任の実施状況の検証を行い、
点検・改善を図った。

○ ◎

教育目標、学位授与方針及び教
育課程の編成・実施方針の適切
性について、学部、学科の責任者
担当部所により検証中である。

○ ○

教務委員会を中心にして点検され
た学位授与方針と、それに対応し
た教育課程の編成・実施に関する
公表・説明責任の実施状況を学科
会議、学部教授会で検証し、点
検・改善を図った。

○ ◎

学部教務委員会において、現在の
カリキュラムマップ・ツリーの検証
を行い、教育課程の編成・実施方
針の適切性、及び教育課程、科目
配置の整合性に関する、点検・改
善を図っている。

△ ○

学部教務委員会において、現在の
カリキュラムマップ・ツリーの検証
を行い、教育課程の編成・実施方
針の適切性、及び教育課程、科目
配置の整合性に関する、点検・改
善を図った。

○ ◎

現在実施している初年次教育、高
大連携に配慮した教育方針、専門
教育科目の順次配列の検証を実
施し、学部教務員会による点検中
である。

○ ○

現行の初年次教育、高大連携に
配慮した教育方針による入学前教
育、専門教育科目の順次配列の
検証を、学部教務員会を中心に検
討し、総合歴史学科の初年次教育
科目と表現文化学科の専門科目
とのカリキュラムを変更した。か
つ、業者導入による入学前教育と
して論文指導を実施した。

◎ ◎

教育課程の編成・実施方針に基づ
き、学部・学科に応じたカリキュラ
ムマップやツリーを作成して、必要
な授業科目を適切に設定し、接続性
や順次性のある教育課程を体系的に
編成する。

学科ごとに作成している現在の
カリキュラムマップ・ツリーの
検証を行い、教育課程の編成・
実施方針の適切性・及び教育課
程の整合性のいっそうの明視化
を図る。

学部教務委員会において、現在
のカリキュラムマップ・ツリー
の検証を行い、教育課程の編
成・実施方針の適切性、及び教
育課程、科目配置の整合性に関
する、点検・改善を図る。

初年次教育・高大連携に配慮した教
育内容、専門分野の高度化に対応し
た教育内容を提供する。

実施している初年次教育、高大
連携に配慮した教育方針、専門
教育への順次的発展を意識した
科目配列等の検証を行い、改善
を図る。

現在実施している初年次教育、
高大連携に配慮した教育方針、
専門教育科目の順次配列の検証
を実施し、学部教務員会による
点検・改善を図る。

教育目標・学位授与方針に基づく教
育課程の編成・実施方針を設定し、
公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会
に公表する。

授与する学位ごとに教育課程の
編成・実施方針を定め、すでに
要覧、HPなどで公開し説明責任
をはたしている。今後検証を行
い、改善を図る。

学部教務委員会において、学位
授与方針に対応した教育課程の
編成・実施方針に関する公表説
明責任の実施状況の検証を行
い、点検・改善を図る。

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する。

教育目標、学位授与方針及び教
育課程の編成・実施方針の適切
性について、定期的に該当部所
を中心に検証する。

教育目標、学位授与方針及び教
育課程の編成・実施方針の適切
性について、学部、学科の責任
者により検証を実施する。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。



学科長、学部長、学部教務委員会
の意見交換を通して、人文科学部
専門教育に必要な教養科目、教
養課程との機能的連携の体系化
を図り、教養教育科目改革に協力
した。

◎ ○

教育科目改革に学部全体で協力
し、具体的実施にむけての体制が
整いつつある。ただ、人文科学部
の専門教育に必要な教養科目の
充実化は、十分とはいえない。

○ ○

学部ＦＤ委員会と学部教務委員会
を中心に、効果的教授法の検討を
行い、教育の充実を図っている。

○ ○

学部ＦＤ委員会と学部教務委員会
を中心に、効果的教授法の検討を
行い、教育の充実を図った。各学
科の将来構想検討時に、各学科
で教育法に関する活発な討議が
行われた。

○ ○

学部ＦＤ委員会と学部教務委員会
を中心に、ＩＴ活用の教授法の検討
を行い、教育の充実を図ってい
る。

△ ○

学科の特性を反映させた学外教
育が活発に実施されている。人文
科学は歴史資料の考察を基礎と
するため、外部教育とは「実物」に
触れるために「現場」に立つ、こと
を基本とする。この意味での外部
教育が活溌であった。資料検索、
学修指導のためのツールとしての
外部ＩＴも効果的に利用されてい
る。

○ ○

学部長、学科長、学部教務委員会
を中心に、シラバスの点検・改善
実施の検討を行い、動き出した全
体のシラバスチェック計画に協力
した。

○ ○

学生の学修力を刺激し、効果的
な教育を行うための措置とし
て、ネットワークの利用を検討
し、効果的な活用方法を模索
し、利用を図る。

学部ＦＤ委員会と学部教務委員
会を中心に、ＩＴ活用の教授法
の検討を行い、教育の充実を図
る。

授業の目的、到達目標、授業内容・
方法、授業計画、成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを、統
一した書式で作成し、公表する。

学生の学修支援のために、シラ
バスの充実を課題とし、全学的
に統一した書式でシラバスを作
成し、公表する計画に協力す
る。

学部・学科の責任者、学部教務
委員会を中心に、シラバスの点
検・改善実施の検討を行う。ま
た、全体の計に協力する。

幅広く深い教養及び総合的な判断力
を培い、豊かな人間性を涵養する教
育課程を編成する。

人文科学部の専門課程の課題理
解のために必要な教養課程との
機能的連関を図る。

学部・学科の責任者、学部教務
委員会において、人文科学部専
門教育に必要な教養科目、教養
課程との機能的連携の体系化を
図る。

教育目標の達成に向けた授業形態、
学生の主体的参加を促す授業方法
（アクティブラーニング）など、学
修指導を充実する。

学生の学修力を刺激し、効果的
な教育を行うための措置（アク
ティブラーニングなど）を工夫
し、いっそうの充実を図る。

学部ＦＤ委員会と学部教務委員
会を中心に、効果的教授法の検
討を行い、教育の充実を図る。

教育効果を上げるための多様な手段
の導入と情報ネットワークを利用し
た教育システムへ展開し、キャンパ
ス外教育を推進する。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。



学部教務委員会、教務課を中心
に、動き出した全体のシラバス
チェック計画に協力している。現在
進行しているシラバスの点検結果
をうけて、個別に助言を行い改善、
向上を図る予定である。

○ ○

学部全教員に対し、シラバスの記
載事項と実際の授業内容・方法に
同一性を求め、シラバスに基づく
授業展開の必要性を周知し、徹底
を求めた。計画されているチェック
体制に協力する準備をした。

○ ○

学部全教員に対し、シラバスの記
載事項と実際の授業内容・方法に
同一性を求め、シラバスに基づく
授業展開の必要性を周知し、徹底
を求めた。後期終了後、全教員が
授業報告書を提出し、その点検が
実施されている。その結果報告を
待って、改善向上をはかる。

○ ○

大学全体の成績評価の基準構築
と実施計画に協力し、単位制度の
趣旨に基づく成績評価、単位認定
を適切に行うことの必要性を周知
し、実行を図っている。

△ △

厳格な成績評価基準の共有が未
だ十分ではなく、それを実施する
システムもいまだ共有されている
とは言い難い状況である。ただ、
必要を認識しており、全体の動き
に協働する体制は整っている。

△ △

学位授与方針に明示した学生の
学修成果を適切に把握及び評価
するために必要な工夫（評価指標
など）を検討し、作成を準備し、とり
わけ、卒業研究の認定の基準の
ルーブリック化を準備している。

△ △

学位授与方針に明示した学生の
学修成果を適切に把握及び評価
するために必要な基準、指標は年
度ごとに学科全体で共有し、再確
認して、評価に臨んでいる。これを
学部全体で共有すべく準備した
が、専門性の較差を反映した基準
化に難航しルーブリック化は果た
せなかった。

△ △

学修成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切に
設定し、学位授与（卒業・修了認
定）を適切に行う。

学位授与方針に明示した学生の
学修成果を適切に把握及び評価
するために必要な工夫（評価指
標など）を検討する。

学位授与方針に明示した学生の
学修成果を適切に把握及び評価
するために必要な工夫（評価指
標など）を検討し、作成を図
る。とりわけ、卒業研究の認定
の基準のルーブリック化を図る

シラバスの内容と授業内容・方法と
の整合性を取り、シラバスに基づく
授業を行う。

シラバスの記載事項と実際の授
業内容・方法に同一性を求め、
シラバスに基づく授業展開の必
要性を教員に周知し、改善を図
る。

学部全教員に対し、シラバスの
記載事項と実際の授業内容・方
法に同一性を求め、シラバスに
基づく授業展開の必要性を周知
し、徹底を図る。

厳格な成績評価を実施するシステム
と制度を構築し、学生学修力の向上
と教育の質の改善を図り、単位制度
の趣旨に基づく成績評価、単位認定
を適切に行う。

成績評価の基準構築と実施計画
に協力し、単位制度の趣旨に基
づく成績評価、単位認定を適切
に行うことの必要性を周知し、
実行を図る。

大学全体の成績評価の基準構築
と実施計画に協力し、単位制度
の趣旨に基づく成績評価、単位
認定を適切に行うことの必要性
を周知し、実行を図る。

授業の目的、到達目標、授業内容・
方法、授業計画、成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを、統
一した書式で作成し、公表する。

学生の学修支援のために、シラ
バスの充実を課題とし、全学的
に統一した書式でシラバスを作
成し、公表する計画に協力す
る。

学部・学科の責任者、学部教務
委員会を中心に、シラバスの点
検・改善実施の検討を行う。ま
た、全体の計に協力する。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。



現在実施している授業評価アン
ケートや相互授業参観などによ
る、教育成果についての定期的検
証を継続させ、学部ＦＤ委員会を
中心に、点検・改善を図っている。

△ ○

現行の授業評価アンケートと相互
授業参観などによる、教育成果に
ついての定期的検証を継続実施
し、結果を各教員に伝え、自己改
善を求め向上をはかった。

○ ◎

現在大学全体で実施されている、
教育内容・方法等の改善を目標に
した、組織的研修・研究に参加す
るとともに、学部独自の活動を図
り、必要性を学部で共有している。

○ ○

大学全体で実施されている、教育
内容・方法等の改善を目標にし
た、現行の組織的研修・研究に参
加し、学部独自の活動は、文書、
口頭等により人文科学部教員に
提示し、教育内容・方法の改善を
図った。

○ ◎

現在、刊行物やHP等によって、受
験生に周知し、社会に公表してい
る求める学生像、学生の受け入れ
方針（アドミッションポリシー）を、
学部・学科の責任者を中心に、新
めて検証し、充実を図っている。

○ ○

現在、刊行物やHP等によって、受
験生に周知し、社会に公表してい
る求める学生像、学生の受け入れ
方針（アドミッションポリシー）を、
学部・学科の責任者を中心に、あ
らためて検証し、充実を図った。

○ ◎

学生の受け入れ方針に基づいて
整備した、学生募集及び入学者選
抜の制度や運営体制を機能させ
て、入学者選抜を公正に実施して
いるし、学部入試委員会を中心に
従来の推薦入試の入学者選抜基
準の見直しを図る準備をしてい
る。

◎ ○

求める学生像、学生の受け入れ方針
（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

現在、刊行物やHP等によって、
受験生に周知し、社会に公表し
ている求める学生像、学生の受
け入れ方針（アドミッションポ
リシー）を、新めて検証し、充
実を図る

現在、刊行物やHP等によって、
受験生に周知し、社会に公表し
ている求める学生像、学生の受
け入れ方針（アドミッションポ
リシー）を、学部・学科の責任
者を中心に、新めて検証し、充
実を図る

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

学生の受け入れ方針に基づいて
整備した、学生募集及び入学者
選抜の制度や運営体制を機能さ
せて、入学者選抜を公正に実施
する。従来の入学者選抜基準の
見直しを図る。

学生の受け入れ方針に基づいて
整備した、学生募集及び入学者
選抜の制度や運営体制を機能さ
せて、入学者選抜を公正に実施
する。学部入試委員会を中心に
従来の推薦入試の入学者選抜基
準の見直しを図る。

授業評価アンケートや相互授業参観
などにより、教育成果について定期
的な検証を行い、その結果を授業の
内容及び方法の改善に反映させる。

現在実施している授業評価アン
ケートや相互授業参観などによ
る教育成果についての定期的検
証を継続させ、さらなる充実を
図る。

現在実施している授業評価アン
ケートや相互授業参観などによ
る教育成果についての定期的検
証を継続させ、学部ＦＤ委員会
を中心に、点検・改善を図る。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、組織的な研修・研究の機会を設
ける。

現在大学全体で実施されてい
る、教育内容・方法等の改善を
目標にした、組織的研修・研究
に参加するとともに、学部独自
の活動を図る。

現在大学全体で実施されてい
る、教育内容・方法等の改善を
目標にした、組織的研修・研究
に参加するとともに、学部独自
の活動を図る。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）



学生の受け入れ方針に基づいて
整備した、学生募集及び入学者選
抜の制度や運営体制を機能させ
て、入学者選抜を公正に実施し
た。加えて、入試専門委員会にお
いて従来の推薦入試の入学者選
抜基準の見直しを図り、次年度実
施の予定である。

◎ ◎

学部長、学科長、学部入試委員会
を中心に、現在設定した定員を基
準にし、在籍学生数を適正に管理
している。

◎ ◎

学部長、学科長、学部入試委員会
を中心に、現在設定した定員を基
準にし、在籍学生数を適正に管理
している。

◎ ◎

学部・学科責任者、学部入試委員
会において、学生の受け入れの適
切性の点検・評価を行い、必要に
応じた改善を図っている。

○ ○

次年度の入試区分の変更に際し、
学部、学科の責任者を中心にした
専門委員会により現行の入試区
分の検証を実施し、変更案を検討
するとともに、学生の受け入れの
適切性の点検・評価を行い、必要
に応じた改善を図った。

◎ ◎

学部長・学科長を中心に、学位授
与方針、教育課程の編成方針・実
施方針を踏まえて、学部として教
員に求める能力、資質、年齢構成
等を明記した教員組織の編制方
針を策定し、学部教員に周知を図
るとともに、HP等で公開している。
再度検証し、さらなる充実を目指し
ている。

◎ ○

学位授与方針、教育課程の編成
方針・実施方針を踏まえて、教員
に求める能力、資質、年齢構成等
を明記した教員組織の編制方針を
策定し、学部教員へ周知を図っ
た。加えて、HP等で公開した。ま
た、再度検証し、さらなる充実を目
指している。

○ ○

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、各学部･
研究科等の教員組織の編制に関する
方針を明示にする。

学位授与方針、教育課程の編成
方針・実施方針を踏まえて、学
部として教員に求める能力、資
質、年齢構成等を明記した教員
組織の編制方針を策定し、学部
教員に周知を図るとともに、HP
等で公開している。再度検証
し、さらなる充実を目指す。

学部・学科責任者を中心に、学
位授与方針、教育課程の編成方
針・実施方針を踏まえて、学部
として教員に求める能力、資
質、年齢構成等を明記した教員
組織の編制方針を策定し、学部
教員に周知を図るとともに、HP
等で公開している。再度検証
し、さらなる充実を目指す。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

設定した定員を基準にし、在籍
学生数を適正に管理する。

学部・学科責任者、学部入試委
員会を中心に、現在設定した定
員を基準にし、在籍学生数を適
正に管理する。

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

学生の受け入れの適切性につい
て点検・評価を行い、必要に応
じて改善・向上に向けた取り組
みを図る。

学部・学科責任者、学部入試委
員会において、学生の受け入れ
の適切性の点検・評価を行い、
必要に応じた改善を図る。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

学生の受け入れ方針に基づいて
整備した、学生募集及び入学者
選抜の制度や運営体制を機能さ
せて、入学者選抜を公正に実施
する。従来の入学者選抜基準の
見直しを図る。

学生の受け入れ方針に基づいて
整備した、学生募集及び入学者
選抜の制度や運営体制を機能さ
せて、入学者選抜を公正に実施
する。学部入試委員会を中心に
従来の推薦入試の入学者選抜基
準の見直しを図る。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）



教育課程・編制方針に基づき、教
育研究活動を展開するため、授業
科目と担当教員の資格・適合性を
明確にして、教員組織を適切に編
制している。ただ、教職科目にお
いて、教員配置が不十分である。
充実の要求を重ねてきたが、諸般
の事情により、この問題の解決が
難しくなった。

◎ ○

教育課程・編制方針に基づき、教
育研究活動を展開するため、授業
科目と担当教員の資格・適合性を
明確にして、教員組織を適切に編
制している。退官する教員の補充
人事に際して、学科の将来構想
を、大学、学部の教育理念と即応
させて、検討し、改善・向上を図っ
た。教職資格再課程認定作業に
臨んで、教務課関係者と現カリ
キュラムおよび担当者の適合性を
検証し、教職に関する科目担当者
を非常勤に頼っている脆弱性を指
摘され、改善の必要性を再確認し
た。

○ ○

教員の募集・採用・昇格等に関す
る規定及び手続きを明確にして、
適切な教員人事を行っている。こ
の体制を継続している。

◎ ○

教員の募集・採用・昇格等に関す
る規定及び手続きを明確にして、
適切な教員人事を行った。この体
制を継続している。

◎ ◎

現在実施されている全学的ＦＤ活
動に積極的に参加し、教員の資質
向上及び教員組織の改善・向上を
図った。さらに、学部独自のＦＤ活
動の具体的活動を準備中である。

○ △

今年度開催された全学的ＦＤ活
動・研修に学部教員は積極的に参
加し、各自の資質向上及び教員組
織の改善・向上を図った。さらに、
学部独自のＦＤ活動の具体的活動
を計画している。

○ ○

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定及び手続きを明確にし
て、適切な教員人事を行ってい
る。この体制を継続する。

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定及び手続きを明確にし
て、適切な教員人事を行ってい
る。この体制を継続する。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施
し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上を図る。

現在実施されている全学的ＦＤ
活動に積極的に参加すること
で、今まで通り教員の資質向上
及び教員組織の改善・向上を図
る。さらに、学部独自のFD活動
を模索したい。

現在実施されている全学的ＦＤ
活動に積極的に参加すること
で、今まで通り教員の資質向上
及び教員組織の改善・向上を図
る。さらに、学部独自のＦＤ活
動の具体的活動を企画する。

教育課程・編制方針に基づき、教育
研究活動を展開するため、授業科目
と担当教員の資格・適合性を明確に
して、教員組織を適切に編制する。

教育課程・編制方針に基づき、
教育研究活動を展開するため、
授業科目と担当教員の資格・適
合性を明確にして、教員組織を
適切に編制している。ただ、教
職科目において、教員配置が不
十分である。この問題の解決を
図る。

教育課程・編制方針に基づき、
教育研究活動を展開するため、
授業科目と担当教員の資格・適
合性を明確にして、教員組織を
適切に編制している。ただ、教
職科目において、教員配置が不
十分である。この問題の解決を
図る要望に関する理解を得た
い。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。



学部長・学科長を中心に、教育研
究活動等、教員組織の適切性に
ついて定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを模索した。加え
て、教員評価制度による教員各自
の意識向上をはかり、学部の組織
力の強化を図った。

○ ○

学部長・学科長を中心に、教育研
究活動ほか、教員組織の適切性
について定期的に検証し、その結
果をもとに改善・向上を図った。具
体的には、定年退職の教員の補
充人事に絡めて、学科の将来構想
を加味して、教員組織の改善をお
こなった。加えて、教員評価制度
による教員各自の意識向上をは
かり、学部の組織力の強化を図っ
た。

○ ◎

学部学生委員会を中心に、現在実
施している、修学支援、生活支援、
進路支援などの学生支援を把握
し、明示化の準備を図った。また、
留学生の学修支援体制の円滑な
運用を図った。

○ ○

学部学生委員会を中心に、現在実
施している、修学支援、生活支援、
進路支援などの学生支援を把握
し、明示化を行った。また、学科の
教員の協力を得て、留学生の学修
支援体制の円滑な運用を行った。

○ ◎

現在進行中の学修e-ポートフォリ
オの起動を支援し、学修支援体制
構築に協力する準備がある。

△ ×

学修e-ポートフォリオが一応起動
し、学生調査の結果をインポートし
たが、有効な使用法の決定が不
明の状況のため、依然、学修支援
は、対面及び、メール等での実施
が多い。

△ △

学部学生委員、教務委員を中心に
学科の構成員と協力して、留年生
及び休・退学者の調査を継続し、
低減に向けての努力を継続してい
る。

○ ○

学生学修意欲喚起や学修時間の確保
に向けての学修e-ポートフォリオの
導入で、学修支援を推進する。

現在進行中の学修e-ポートフォ
リオの起動を支援し、学修支援
体制構築に協力する。

現在進行中の学修e-ポートフォ
リオの起動を支援し、学修支援
体制構築に協力する。

留年者及び休・退学者の状況を把握
し、低減に向けての部局での方策を
検討し、適切に対処する。

留年生及び休・退学者の調査を
継続し、低減に向けての努力を
継続する。

学部学生委員、教務委員を中心
に留年生及び休・退学者の調査
を継続し、低減に向けての努力
を継続する。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

従来通り、教育研究活動等、教
員組織の適切性について定期的
に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取
り組みを行う。加えて、教員評
価制度による教員各自の意識向
上をはかり、学部の組織力の強
化を図る。

学部・学科責任者を中心に、教
育研究活動等、教員組織の適切
性について定期的に点検・評価
を行い、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行
う。加えて、教員評価制度によ
る教員各自の意識向上をはか
り、学部の組織力の強化を図
る。

学生に対する修学支援、生活支援、
進路支援など、学生支援に関する方
針を明示する。

現在実施している、修学支援、
生活支援、進路支援などの学生
支援を把握し、明示化の準備を
図る。また、留学生の学修支援
体制の円滑な運用を図る。

学部学生委員会を中心に、現在
実施している、修学支援、生活
支援、進路支援などの学生支援
を把握し、明示化の準備を図
る。また、留学生の学修支援体
制の円滑な運用を図る。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



学部学生委員、教務委員を中心に
学科の構成員と協力して、留年生
及び休・退学者の調査を継続し、
低減に向けての努力を継続した。

○ ○

学部教務委員を中心に、現在実施
している入学前教育の効果を検証
し、さらなる効果措置を図った結
果、来年度入学生に論理力の基
礎修得を目指した入学前教育を実
施することにした。

○ ○

入学前教育のさらなる効果を図
り、来年度入学生に論理力の基礎
修得のための入学前教育を実施
している。自己推薦入試、指定校
入試、特別推薦入試、これらの入
試区分で入学を許可された生徒た
ちが、業者の論理力養成の講座を
受講している。3月中旬に業者によ
る講評と各学科教員による個別指
導を実施する予定である。

◎ ○

障碍のある学生に対する現在の
修学支援体制を継続し、教員間、
各部所間での協力を維持しなが
ら、機能的な支援を図った結果、
規程を伴ったサポート体制が設置
されつつある。この体制に協力す
る準備をしている。

○ ○

障碍のある学生に対する現在の
修学支援体制を、教員間、各部所
間での協力を維持しながら、機能
的な支援を図った。規程を伴った
全学的なサポート体制の構築に協
力した。結果、全学的な支援委員
会が設置されることとなり、今後、
円滑な運営に協力する予定であ
る。

○ ○

学生へ奨学金制度の周知を徹底
し、教員による丁寧な指導を通
して制度を効果的に運用する。

学生へ奨学金制度の周知を徹底
し、担当教員による丁寧な指導
を通して制度を効果的に運用す
る。

学生へ奨学金制度の周知を徹底
し、担当教員による丁寧な指導を
通して制度を効果的に運用してい
る。新奨学金制度検討に協力する
準備がある。

○ ○

学生へ奨学金制度の周知を徹底
し、担当教員による丁寧な指導を
通して制度を効果的に運用した。
将来、検討される予定の新奨学金
制度に協力する。

○ ○

奨学金等をを通じた経済的支援の充
実を図り、安定した学生生活の実現
に努める。

リメディアル教育や高大連携による
入試前教育に関する支援体制を整備
し、適切に実施する。

現在実施している入学前教育の
効果を検証し、さらなる効果措
置を図る検討をする。

学部教務委員を中心に、現在実
施している入学前教育の効果を
検証し、さらなる効果措置を図
る。

障がいのある学生に対する支援体制
を整備し、修学支援措置を適切に行
う。

障碍のある学生に対する現在の
修学支援体制を継続し、教員
間、各部所間での協力を維持し
機能的な支援を図る。

障碍のある学生に対する現在の
修学支援体制を継続し、教員
間、各部所間での協力を維持し
機能的な支援を図る。

留年者及び休・退学者の状況を把握
し、低減に向けての部局での方策を
検討し、適切に対処する。

留年生及び休・退学者の調査を
継続し、低減に向けての努力を
継続する。

学部学生委員、教務委員を中心
に留年生及び休・退学者の調査
を継続し、低減に向けての努力
を継続する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



心身の健康保持・増進及び安全・衛
生へ配慮するとともに、学生の人権
を保障し、ハラスメント防止のため
の措置を適切に行う。

単位取得状況調査、欠席調査、オ
フィスアワーでの聞き取り等を通し
て実施している、現在の学生生活
支援、ハラスメント防止に関する体
制を継続し、さらなる点検・改善を
図っている。加えて、個人情報に
配慮しながら、教員間による学生
の問題の共有をはかり、協働で学
生を支援する現在の体制を維持し
ている。

◎ ◎

単位取得状況調査、欠席調査、オ
フィスアワーでの聞き取り等、を通
して、学生の悩みに対応している。
この現在の学生生活支援、ハラス
メント防止に関する体制を継続し
ながら、システム上の問題点の検
証を行い、改善を図った。加えて、
個人情報に配慮しながら、教員間
による学生の問題の共有をはか
り、協働で学生を支援する現在の
体制を維持した。

◎ ◎

学部のキャリア委員を中心にし
た、学部全体でのキャリア支援に
関する活動を継続し、改善を模索
している。

◎ ○

学部のキャリア委員を中心にし
た、学部全体でのキャリア支援に
関する活動を継続し、改善を模索
した。

◎ ◎

学部長・学科長を中心に、学生支
援の適切性について検証を図り、
改善・向上を組織的に検討してい
る。

○ ○

学部長、学科長を中心に、学生支
援の適切性について検証を実施
し、改善・向上を検討し、学生の持
つ困難な問題に対応する組織的
対応力を強化した。

○ ○

地域連携センターに協力し、地域
貢献体制の運営の活性化に尽力
した。現在連携協定を結んでい
る、地方自治体（和気町）と一般法
人（倉敷考古館、林原美術館）との
協力関係のもとに市民への貢献を
図っている。

◎ ◎

学生支援の適切性について定期的に
点検・評価し、その結果をもとに改
善・向上に向けた取り組みを行う。

学生支援の適切性について検証
を図り、改善・向上を組織的に
検討する。

学部・学科責任者を中心に、学
生支援の適切性について検証を
図り、改善・向上を組織的に検
討する。

社会へのサービス活動、地域交流・
国際交流事業への積極的参加など、
学外組織との連携協力による教育研
究を推進し、教育研究成果を適切に
社会に還元する。

地域連携センターに協力し、地
域貢献体制の運営の活性化に尽
力する。現在連携協定を結んで
いる、地方自治体と一般法人と
の協力関係のもとに市民への貢
献を図る。

地域連携センターに協力し、地
域貢献体制の運営の活性化に尽
力する。現在連携協定を結んで
いる、地方自治体と一般法人と
の協力関係のもとに市民への貢
献を図る。

単位取得状況調査、欠席調査、
オフィスアワーでの聞き取り等
を通して実施している、現在の
学生生活支援、ハラスメント防
止に関する体制を継続し、さら
なる機能化を模索する。

単位取得状況調査、欠席調査、
オフィスアワーでの聞き取り等
を通して実施している、現在の
学生生活支援、ハラスメント防
止に関する体制を継続し、さら
なる点検・改善を図る。個人情
報には配慮しつつ、教員間によ
る学生の問題の共有をはかり、
協働で学生を支援する現在の体
制を維持する。

キャリア支援に関する組織体制を整
備し、進路選択に関わる指導・ガイ
ダンスを実施する。

現行のキャリア支援に関する組
織体制の活動を継続し、改善に
協力する。

学部のキャリア委員を中心にし
た、学部全体でのキャリア支援
に関する活動を継続し、改善を
模索する。

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



地域連携センターに協力し、地域
貢献体制の運営の活性化に尽力
した。現在連携協定を結んでい
る、地方自治体（和気町）と法人
（倉敷考古館、林原美術館）との協
力関係のもとに市民への貢献を図
るとともに、学生教育への有効な
関係を構築した。

◎ ◎

国際交流センターの活動に協力
し、交換留学協定校との連携を深
め、本学学生の勉学のみならず、
教員の研究活動の活性化を促進
している。

○ ○

国際交流センターの活動に協力
し、交換留学協定校との連携を深
め、本学学生の勉学のみならず、
教員の研究活動の活性化を促進
した。今期、群山大学、祥明大学
からの数名の留学生の教育指導
と学修支援を、教員と学生によっ
て実施した。

◎ ◎

大学教育の個性化と充実を目指
す組織的協働作業に参加しつつ、
人文科学部の特性を生かす内部
質的保証及び教員組織の活性化
のために努力している。学部長、
学科長、学部改善KAIGIを中心
に、内部質保証の課題を共有して
いる。

○ ○

学部、学科において、組織的協議
を必要とする、課題及び問題処理
の際に、必ず責任主体、意思決定
プロセスの再確認を協働で行い、
教学ガバナンス、教学マネジメント
体制の検証を行っている。この作
業はまた、学部、学科での内部質
保証の検証でもある。

○ ○

3ポリシーと教養・専門教育カリ
キュラムの整合性の検証、より機
能的な教授法の案出による教育
力の向上と、学生の自己管理能力
の涵養を図る教育改革とにより、
魅力ある独自教育ブランドの確立
を目指す大学の目標に向かって、
人文科学の特性をもって、協働作
業を行っている。この必要性に関
する学部で周知を図った。

○ ○

3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化とスリム化、主体的学
びによる教育の質転換、学生が成長を
実感できる教育改革の推進と教育力の
飛躍的向上により、魅力ある独自教育ブ
ランドを確立する。

3ポリシーと教養・専門教育カリ
キュラムの整合性の検証、より
機能的な教授法の案出による教
育力の向上と、学生の自己管理
能力の涵養を図る教育改革とに
より、魅力ある独自教育ブラン
ドの確立を目指す大学の目標に
向かって、人文科学の特性を
もって、協働作業を行う。

3ポリシーと教養・専門教育カリ
キュラムの整合性の検証、より
機能的な教授法の案出による教
育力の向上と、学生の自己管理
能力の涵養を図る教育改革とに
より、魅力ある独自教育ブラン
ドの確立を目指す大学の目標に
向かって、人文科学の特性を
もって、協働作業を行う。この
必要性に関する学部で周知を図
る。

グローバル化促進として、留学生の
積極的な受け入れ、さらに外国人研
究者活躍の場を広げ、本学の構成員
の国際的活動能力の向上を図る。

国際交流センターの活動に協力
し、交換留学協定校との連携を
深め、本学学生の勉学のみなら
ず、教員の研究活動の活性化を
促進する。

国際交流センターの活動に協力
し、交換留学協定校との連携を
深め、本学学生の勉学のみなら
ず、教員の研究活動の活性化を
促進する。

教学ガバナンスと教学マネジメント
を強化し、学内外の情報収集・解
析、エビデンスの可視化、情報の周
知と相互理解を図り、新たな戦略・
組織的活動を教職協働で推進して、
内部質保証に向けた取り組みを行
う。

大学教育の個性化と充実を目指
す、組織による機能的協働作業
に参加し、人文科学部の特性を
持って、内部質的保証及び教員
組織の活性化のために努力を傾
注する。

大学教育の個性化と充実を目指
す組織的協働作業に参加しつ
つ、人文科学部の特性を生かす
内部質的保証及び教員組織の活
性化のために努力する。

社会へのサービス活動、地域交流・
国際交流事業への積極的参加など、
学外組織との連携協力による教育研
究を推進し、教育研究成果を適切に
社会に還元する。

地域連携センターに協力し、地
域貢献体制の運営の活性化に尽
力する。現在連携協定を結んで
いる、地方自治体と一般法人と
の協力関係のもとに市民への貢
献を図る。

地域連携センターに協力し、地
域貢献体制の運営の活性化に尽
力する。現在連携協定を結んで
いる、地方自治体と一般法人と
の協力関係のもとに市民への貢
献を図る。

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる教育
改革、充実した学生生活支援、新
たな価値を創出する地域連携活動
などを通して、本学の魅力や教
育・研究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色ある大
学改革を推進する。

【平成２９年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。



3ポリシーと教養・専門教育カリ
キュラムの整合性の検証、より機
能的な教授法の案出による教育
力の向上と、学生の自己管理能力
の涵養を図る教育改革とにより、
魅力ある独自教育ブランドの確立
を目指す大学の目標に向かって、
人文科学の特性をもって、協働作
業を行った。この必要性に関して、
学部において周知を図った。具体
的には「就実ビジョン120」策定作
業、教養教育改革への協働作業、
退官教員の補充人事に伴う、学科
目標の検証として実施した。

○ ○

学生生活実態調査の結果分析を
行い、学部、学科の課題を整理中
である。学修環境、カリキュラム、
正課・正課外活動に及ぶ学生支
援、授業運営、学部の学生対応の
努力目標など、これらの方面にお
いて、学部・学科からの報告を受
けた。今後、問題の集約と課題解
決及び改善を図る準備をする。

○ ○

学生生活実態調査結果の分析を
行い、学部、学科の課題を整理し
た。学修環境、カリキュラム、正
課・正課外活動に及ぶ学生支援、
授業運営、学部の学生対応の努
力目標など、これらの方面におい
て、学部、学科からの報告を受け
た。問題の集約と課題解決及び改
善を図っている。

○ ○

大学の独自ブランド確立を人文科
学部として協力している。人文科
学の特質をもって、国際的研究活
動を含んだ研究力の向上、連携協
定をもとにした社会貢献、高大連
携、または、教員と学生の協働作
業による留学生支援などを通し
て、ブランド構築と浸透に尽力して
いる。

○ ○

本学の魅力や強み・特色を明確に示し
た広報活動の展開、研究力の向上・活
性化やグローバル化を推進し、教職協
働による地域連携・貢献活動を通して、
地域社会に根ざした信頼される本学独
自のブランドを確立する。

大学の独自ブランド確立を人文
科学部として協力する。人文科
学の特質をもって、国際的研究
活動を含んだ研究力の向上、連
携協定をもとにした社会貢献、
高大連携、または、教員と学生
の協働作業による留学生支援な
どを通して、ブランド構築と浸
透に尽力する。

大学の独自ブランド確立を人文
科学部として協力する。人文科
学の特質をもって、国際的研究
活動を含んだ研究力の向上、連
携協定をもとにした社会貢献、
高大連携、または、教員と学生
の協働作業による留学生支援な
どを通して、ブランド構築と浸
透に尽力する。

3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化とスリム化、主体的学
びによる教育の質転換、学生が成長を
実感できる教育改革の推進と教育力の
飛躍的向上により、魅力ある独自教育ブ
ランドを確立する。

3ポリシーと教養・専門教育カリ
キュラムの整合性の検証、より
機能的な教授法の案出による教
育力の向上と、学生の自己管理
能力の涵養を図る教育改革とに
より、魅力ある独自教育ブラン
ドの確立を目指す大学の目標に
向かって、人文科学の特性を
もって、協働作業を行う。

3ポリシーと教養・専門教育カリ
キュラムの整合性の検証、より
機能的な教授法の案出による教
育力の向上と、学生の自己管理
能力の涵養を図る教育改革とに
より、魅力ある独自教育ブラン
ドの確立を目指す大学の目標に
向かって、人文科学の特性を
もって、協働作業を行う。この
必要性に関する学部で周知を図
る。

学生生活実態調査に基づいて、学内施
設の計画的な整備、キャリア支援の強
化、学生相談室の充実と障がい学生へ
の支援体制強化、奨学金制度のさらなる
充実など、きめ細かな学生支援で、学生
の満足度を向上させる。

学生生活実態調査の結果分析を
行い、学部・学科の課題を整理
する。学修環境、カリキュラ
ム、正課・正課外活動に及ぶ学
生支援、授業運営、学部の学生
対応の努力目標など、これらの
方面において、学部・学科とし
て課題解決及び改善を図る努力
をする。

学生生活実態調査の結果分析を
行い、学部・学科の課題を整理
する。学修環境、カリキュラ
ム、正課・正課外活動に及ぶ学
生支援、授業運営、学部の学生
対応の努力目標など、これらの
方面において、学部・学科とし
て課題解決及び改善を図る努力
をする。学部改善委員会を中心
にして計画する。

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる教育
改革、充実した学生生活支援、新
たな価値を創出する地域連携活動
などを通して、本学の魅力や教
育・研究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色ある大
学改革を推進する。



和気町との連携協定による公営英
語塾運営への協力、林原美術館、
倉敷考古館との連携協定に基づ
いた協働体制による、市民への貢
献と学生の教育的措置の実施等、
学部、学科の特性を検証したうえ
で、ブランド確立のために有効な
具体化を図った。

◎ ◎

本学の魅力や強み・特色を明確に示し
た広報活動の展開、研究力の向上・活
性化やグローバル化を推進し、教職協
働による地域連携・貢献活動を通して、
地域社会に根ざした信頼される本学独
自のブランドを確立する。

大学の独自ブランド確立を人文
科学部として協力する。人文科
学の特質をもって、国際的研究
活動を含んだ研究力の向上、連
携協定をもとにした社会貢献、
高大連携、または、教員と学生
の協働作業による留学生支援な
どを通して、ブランド構築と浸
透に尽力する。

大学の独自ブランド確立を人文
科学部として協力する。人文科
学の特質をもって、国際的研究
活動を含んだ研究力の向上、連
携協定をもとにした社会貢献、
高大連携、または、教員と学生
の協働作業による留学生支援な
どを通して、ブランド構築と浸
透に尽力する。


